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１．はじめに 

筆者は学部 4 年時に地方中核駅として、栃木県佐野市

の佐野駅を取り上げ、鉄道、マチ、ヒトを一つにまとめ

る地域の交流施設としての駅を計画した。当時から地方

の鉄道の衰退と、地域での役割に興味を持ち調査研究を

行っていた。 

 

1.1 研究の背景と目的 

図 1 卒業設計での提案 

当時の研究の中心は佐野駅という中核駅であり、地域

の交通の要となる場所であった。一方で、周囲の駅には

無人駅が多く存在しており、これらの駅についても調査

を行うことがあった。調査の中で、無人駅の中にも元々

無人駅として計画されたもの、有人駅だったものを無人

化したもの、無人化して駅舎を簡素化したものなどさま

ざまであった。一つの例として、東武佐野線の多田駅に

ついて取り上げる。以前は図 2 右側のように駅舎があっ

たが現在は図 2 左側のように券売機程度の非常に簡易な

設備のみとなり地域施設としての性格は失ってしまって

いる。その中でも、無人化したうえで簡素化した駅につ

いては駅としての特徴がなくなっており、駅の周辺が発

展していく可能性が限りなく低いと感じていた。駅の無

人化自体は経営の都合上仕方のないものと考えているが、

既存の駅のポテンシャルを最大限活用し、地域コミュニ

ティに貢献できる重要な施設として残り続けることが出

来るのであれば、鉄道会社・利用者と地域住民のどちら

にも良い影響を与えることが出来ると考え、建築の提案

をする。 

図 2 新旧多田駅 

 

2.1 全国的な無人化駅の現状 

表 1 全国の無人化駅の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国的な無人化駅数の変化についてみていく。表 12-1)の

ように 2002 年度には総駅数 9514 駅に対して無人化駅は

4120 駅の 43.3%である。2019 年度には総駅数 9465 駅に対

して無人駅は 4564 駅の 48.2%であり、約 5％も割合が増

えている。無人化の理由としては人員の効率化などの経

営上の判断であることが多い。IC カードの普及により改

札業務が自動でできるようになるため、駅の無人化が進

むことは容易に想像できる。 

無人化駅 総駅数 
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2.2 関東甲信越の中小民鉄の無人化駅調査

2.1 にあるように全国的には無人駅が増えていっている

が、各路線の無人駅の割合が現状どのようになっている

かを見ていくことにする。路線ごとの調査にあたっては

地域に根差した経営をしている関東甲信越地方の中小民

鉄に限定して行う。また、無人駅を「もとから無人駅」

と「無人化した駅」に分けて集計した。集計にあたって

は各社の HP を参考にした。 

表 2 関東甲信越の中小民鉄の駅タイプ調査 

※無人駅率＝(無人化駅+元から無人駅)/(総駅数)×

100(%)とする 

※無人化駅率＝(無人化駅)/(無人化駅+元から無人駅)×

100(%)とする 

2.3 「元から無人駅」と「無人化駅」と「簡素化駅」 

無人駅には開業時の形態の違いで「元から無人駅」と

「無人化駅」も二つのタイプに分けることが出来る。前

者は駅の開業当初から無人駅として開業した駅である。

後者は有人駅(直営駅・業務委託の移管を問わず)として

開業したが現在に至るまでに無人化されている。後者に

分類される駅の中で無人化後に駅設備等が著しく簡略化

され、待合や駅事務室などがなくなり、券売機や改札機

程度になった駅を「簡素化駅」と分類する。本研究では

「無人化駅」が持つ建築的な特徴を再解釈し、「簡素化

駅」になってしまう前に地域施設としての計画が出来れ

ば、鉄道路線と地域コミュニティの維持に貢献できると

考えている。 

3.1 埼玉県内の鉄道網における秩父鉄道 

対象路線は 2.2 で無人駅率 73%と非常に高く、さらに「無

人化駅」の割合が 100%である秩父鉄道を取り上げる。 

秩父鉄道が走る埼玉県の鉄道網と無人駅の位置を示し

たものが図 4 である。同図中の赤い点は無人駅を示す。

黒い点は主要駅を表す。点線は都道府県境を示す。図の

ように東京都の都県境から北部に向かっている路線が多

く存在する。一方、埼玉県内で完結する路線は非常に少

なく、秩父鉄道(羽生～三峰口)、ニューシャトル(大宮～

内宿)のみである。 

図 3 秩父鉄道の歴史年表 

埼玉県の無人駅割合は非常に低く、2022 年 3 月の秩父

鉄道 IC カード利用可能に伴う 27 駅無人化の前は 3.0％

(2019 年度 3-1))であり、2 位の東京都の 9.9％をはるかに

上回る値であった。 

秩父鉄道は県東部の羽生から熊谷、寄居、長瀞、秩父

を通り三峰口までを走る全長 71.7 ㎞の路線である。この

路線は、荒川に沿って敷設されており、全線を通してト

ンネルは設置されていない。大規模な無人化が行われて

からそこまで時間が経過しておらず、私の提案を実際に

行っていくためにはとても良い環境であると考え、対象

路線に決定した。 

図 4 秩父鉄道と埼玉県内の鉄道網 

3.2 対象区間「影森～三峰口」 

図 5 対象区間 

本研究の対象とする秩父鉄道の区間は以下の通りであ

る。区間の両端が有人駅であり、その間に無人化駅が 4

駅ある。 

表 3 対象区間の駅種別 
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地域施設としての無人化した駅の利活用に関する提案（五十嵐・伊藤）

 
 

 この区間においては荒川の右岸を秩父鉄道が走ってい

る。この辺りは河成段丘となっており、川の上面から秩

父鉄道の線路までは数十メートルの高低差がある。荒川

と反対側は平坦な土地が少しあった後にすぐ山がそびえ

ている。線路に並行して国道 140 号線が走っており、住

民の車と採石などのダンプなどが頻繁に通る。この一帯

は合併などを経て全域が秩父市である。そのため、この

地域には支所がたくさん存在しており、市役所(本庁舎は

CR31 御花畑駅が最寄り)機能の一部を持つ施設がある。 

 

4.1 全体計画 

4.1.1 区間全体の用途 

本研究の計画としては 3.2 で上げたように一区間を通

したものとする。一つ一つの駅単体で考えるのではなく、

駅周辺の環境から適切な用途を計画することで地域の実

情に合った提案をすることが出来ると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 区間全体に設定する用途 

 

また、一つの区間で設定する用途を調整することで、

各駅に特色を持たせ、利用客の目的に合わせて利用する

ことが出来るように計画することとする。複数の駅を含

めた一つの区間全体で計画する(図 6)ことにより、各駅が

お互いを補完しあい地域コミュニティを盛り上げる地域

施設としての駅を目指して計画する。また、それぞれの

用途に合わせた災害時対応の役割を各駅に持たせる。防

災の中心は市の施設が担うが、近年の災害の多さを踏ま

えると駅周辺の住民や利用客の対応が出来るような設備

で地域施設としての価値を高めるものとする。計画をす

るにあたり、この区間の影森駅以外の駅について実測を

行った。実測結果は参考資料の中にある。実測調査をし

ていく中で三峰口駅と浦山口駅の駅舎や武州中川駅、武

州日野駅のホーム上屋などに見られる架構がこの区間に

共通するものだと分かった。白久駅については天井が貼

られており、外から視認できないものの、共通の架構を

持っている可能性があるため、今回はこの架構を使用し

て計画していくことにする。共通している架構は小さい

断面の部材でくみ上げられている。この構造を再解釈し、

新しく加える用途と組み合わせることで現在の交通施設

としての駅ではなく、地域施設としての新しい形の建築

を提案する。 

 

4.1.2 架構形式の拡張について 

 架構形式を拡張するにあたり、既存の架構を読み解き

検討した。部材の一つ一つは小さいため、梁や桁をダブ

ルで組むことを変えずに計画した。検討にあたり複数の

モデルを作り検討した。 

(ⅰ)基本形状この区間の架構形式として特徴的なもの

をモデル化した。 

 

 

 

 

 

図 7 浦山口駅・三峰口駅構造模型 S=1/20 

 

(ⅱ)平面的拡張基本的な架構を桁行方向に延長する拡

張方法は現在、20m 級 3 両編成が多い路線において、20m

弱しかない架構を伸ばし(図 8 左)、駅の延長とする地域

施設の提案が可能になると考えている。また、既存の架

構を平行移動する形で梁間方向(図 8 右)への拡張も可能

になる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 長手方向と雁行型の拡張 

 

(ⅲ)立体的拡張基本的な架構を上下方向に拡張する。

上方向に拡張する計画(図 9 左)は載せた架構の足元を現

在の柱と桁、梁を固める構造を活かして計画する。現状

の架構は平屋に適した架構であることから、長手方向、

短手方向にそれぞれトラスを形成するような部材を多く

配すことで小さい部材でも強度が出るように計画した。 

 

 

 

 

 

 

図 9 立体的な拡張 

 

 

4.2 各駅計画 

4.1 で計画した用途をもとに各駅の設計を行う。今回は

6 駅の中でも無人化駅の一つである浦山口駅と有人駅の三

峰口駅について詳細な提案を行うこととする。 
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4.2.1 浦山口駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 浦山口駅メインパース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 浦山口駅周辺写真 

駅は武甲山の裾野に位置している。駅の西側に浦山川

があり、上流には浦山ダム がある。駅の北側には荒川が

走っている。荒川、浦山川ともにキャンプ場が多くあり、

キャンプやバーベキューで来る客が多い。武甲山と荒川

がほかの駅に比べて近くにあるため静かで自然豊かな土

地柄である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦山口駅の構造模型は以下の写真のようになっている。

この駅では、テント泊などを提案するため、キャンプな

どが出来る 1 階のスペースと、泊まることが出来る 2 階

のスペースを二つに分けることを想定する。乗降部分と

は別の空間を作るための雁行型の拡張と泊まる部分を構

成するための積層型の拡張を提案していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 浦山口駅模型写真 

図 13 1 階平面図 
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図 14 2 階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 A-A’断面図 

図 16 B-B’階平面図 



武蔵野大学建築研究所紀要 No.5（2024）

- 32 -

 
 

4.2.2 三峰口駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 三峰口駅メインパース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 三峰口駅周辺写真 

 本駅は荒川の最上流部に位置している。この駅までは

荒川両岸に住宅街があるが 上流部になると住宅街はなく

なり、山がすぐそこまで迫ってくる。河成段丘上にある

ため、ホームのレベルから荒川のレベルまでは数十メー

トの差がある。 

 三峰口駅の構造模型は以下の写真のようになってい 

る。この駅では、終着駅であることを活かしてギャラリ

ーや展望デッキを設ける。2 層建とし、2 階の吊り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱の位置を移動させることで改札に向かって歓迎するよ

うな外観を構成する。 

 2 階を計画するにあたり既存の架構をより強化する必要

がある。そのため、長手方向短手方向ともにトラスを組

むように補強材を計画することで小さい断面の材でも架

構が持つように配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 三峰口駅模型写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 配置図兼 1階平面図 
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図 23 三峰口模型写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 2 階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 C-C’断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 23 D-D’断面図 
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5.区間全体について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に設定した区間全体の提案の駅の規模と用途は表

４の通りである。区間全体を一つのエリアとして設定し

ているため、それぞれの駅についても同じ大きさではな

く、その用途に応じて変化をさせている。 

三峰口駅は末端部で三峯山参拝の玄関口となることか

ら、用途をギャラリーや展望台、交流スペースなどに設

定し、駅の規模も積層型の空間拡張とし、規模を M から L

に変更した。 

白久駅は無人化駅である。利用者数は多くないが 

、周辺に田畑や耕作放棄地があることからそこを活かし

た計画とすることとした。駅周辺は勾配になっているた

め、地面方向への拡張とした。 

武州日野駅は周辺に学校や図書館などの中高生が集ま

る施設が多く存在しており、そこを介して地域のつなが

りが増えるような計画にした。そのため、小コミュニテ

ィが複数存在できるように雁行型の配置都として様々な

たまりが発生するように配慮した。 

武州中川駅は周辺に JA や郵便局があり、事務的な作業

をする人が多く存在する。そのため、コワーキングスペ

ースのようにするとともに隣にある木材加工所と提携し

て各駅のインテリアのモデルルーム的存在を兼ねる。 

浦山口駅は武甲山の麓、浦山川に沿って駅があるため、

それらを活かしたキャンプや登山準備をできる計画とす

る。駅周辺の勾配がきつく、スペースが確保できないた

め、雁行させ、積層する計画とした。 

影森駅は途中駅である一方で、路線運用上は終点とな

る列車も多く存在している。待ち時間が多くなる傾向が

あるため、30 分程度の時間を有効活用できる用途を設定

した。規模はＳのままとした。 

6 終わりに 

本提案は地方鉄道の駅の無人化に関する提案である。

有人駅に挟まれた無人駅を含む 6 つの駅を一つの区間と

してエリア全体一つの地域交流施設となるような計画を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行った。計画にあたっては実測調査をもとに得られた

特徴のある架構を再解釈し、用途に合わせた適切な空間

構成を提案した。対象区間の全駅について空間利用の提

案を行ったが、その詳細を提案出来た駅は 2 駅であった。

今後も継続して残りの駅の詳細提案が出来るように検討

を重ねていくこととする。 
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会.”無人駅数 の変化”.国土交通省. 2022-7-
22.https://www.mlit.go.jp/tetudo/content/0014918
32.pdf,(最終閲覧日:2023 年 1 月 12 日) 
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32.pdf,(最終閲覧日:2023 年 1 月 12 日) 

3-2) 沿革.”沿革”.秩父鉄道.https://www.chichibu-
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日:2023 年:1 月 12 日)  
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